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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文で評価すべき点は第一にこれまでの中小工業研究を検討し、量産型機械工業との連関で中小
工業研究を進める分析視角を明確にした点である。戦後大きく発展したのは量産型機械工業としての
自動車工業や、電機工業等であり、これらとの連関で中小金属機械工業を検討することは非常に重要
である。もっとも、戦後初期の下請制の研究では、下請制を具体的に検討するよりは、理念的に議論
していたといわざるを得ない。また、１９８０年代以降の産業集積研究では、主に中小工業の産業集
積を対象としている。ゆえに、量産型機械工業と中小機械工業は対応しつつ、相互影響しているとい
う本論の分析視角は重要である。 
第二点は大阪地域において戦後中小金属機械工業が急速に復興し、その復興はむしろ大企業よりも急
であったことを明らかにした点である。また、これら中小金属機械工業が繊維機械工業、電機工業（ラ
ジオ）、ミシン工業、自転車工業と広汎に結びつき、これらの工業展開のいわば基礎となったのであ
る。大機械工業の展開もこの基礎の形成を抜きには論じられない。以上の点を解明したのは重要であ
る。 
 第三点は自動車とならんで量産型機械大工業の典型である電機工業（松下電器）と中小金属機械工
業との下請関係の解明である。すなわち、大企業の育成によって中小工業が発展するという構図は、
松下電器と大阪中小金属機械工業では見られない、ゆえに、特に自動車工業に関して称えられている
長期継続取引関係はここでは見られないとしている。以上の点を本社資材部の中小工業との取引の
「指針」ではなく、各事業部の資材部の実際の取引関係の具体的な検討により明らかにした。このこ
とは従来には解明されていなかったことであり、大きく評価できる。 
 第四点は中小金属機械工業が独自に技術革新を行ったことに関する解明である。具体的には鋲螺工
業の中小工業が商社を媒介に独自に海外より技術導入・革新をしていったことを明らかにしたことで
ある。このような技術革新は一方では他の中小工業の技術革新に影響を与え、他方ではこの技術革新
を可能とするような周辺条件の整備を行った。このような中小工業の独自の技術革新を解明したこと
は重要である。 
 以上のように大きく評価できる点はあるが問題点、注意点もある。第一、に自転車、電機、鋲螺と
異なる工業を検討している。しかし、これらの工業を検討の対象にすることに関して、いかなる意味
でこれら工業を取り上げるのかについて繋がりが明確でない。アトランダムに取りあげられたのか、
何らかの意味があるのか説明が必要である。 
 第二に松下電器について注意すべきことであるが、一つには松下電器は白物家電とＡＶ製品につい
ては区別して展開している。二つにはオイルショック以後の松下電器の本格的発展期においては、中
小金属機械工業との下請関係はここで対象となっている時期とは異なる展開が考えられる。 
 上述のような問題点、注意点は見られるものの、大きく評価できる諸点が存在するがゆえに、本論
文は博士号（商学）に値するものと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
